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特別支援教育部の取り組み
■令和5年度の方針
▽特別な支援を必要とする幼児・児童・生徒が、どこの園・学校においても適切な支援・指導を受けること
ができるよう、支援情報の確実な引き継ぎによる一貫した支援体制の充実を目指します。

　▽幼児・児童・生徒一人一人の教育的ニーズに応じた支援指導の充実を目指します。
■活動内容　阿久比町特別支援教育研究部会と連携し、活動しています。
　①第１回特別支援学級交流会：7月11日（火）
　②保護者交流会：8月18日（金）
　③特別支援教育研修会（町内幼保小中教員、放課後等デイサービス職員）：8月18日（金）
　④第２回特別支援学級交流会：12月７日（木）
　⑤小６中学校体験入学：令和６年１月末から２月中旬
■本年度の取り組み

①第１回特別支援学級交流会
　阿久比中学校在籍生徒が、出身小学校を訪問し、小学生と交流し、クイ
ズやバウンドボール作りを通して楽しく過ごしました。
　中学生のやさしい声掛けや励ましは、小学生を後押しし、会話が弾み、
笑顔があふれていました。リーダーシップを発揮する中学生、お兄さんや
お姉さんに安心して関わる小学生、和やかな雰囲気に包まれた交流会と
なりました。
②保護者交流会
　講師に吉田小百合さんを迎え「親子でできる構成的エンカウンター～
ありのままの我が子を受け入れる～」を講演いただきました。「聴く」を
ベースに我が子を受け止めること、リフレーミングの大切さを学びました。
後半は、保護者と教師が、互いの垣根を越えて情報交換会をしました。中
学卒業後の進路や悩みなど話題はさまざまでしたが、立場や学区を越え
たつながりができました。

③特別支援教育研修会
　今年度新たに、町内の放課後デイサービスなどの皆さん、子育て支援
課の職員が参加し、合理的配慮やケース別の支援について話し合いまし
た。保育園・幼稚園、小・中学校、デイサービス、子育て支援課が一体となっ
て話し合うことは今回が初めてとなりました。今後も阿久比町内の関係者
間で、切れ目のない支援のあり方を見直し、推進を図っていきます。

　こども家庭庁では、11月の「秋のこどもまんなか月間」と取り組みの一つとして「オレンジリボン・児童虐待防止推進
キャンペーン」を実施しています。
　児童虐待は、社会全体で解決すべき問題です。虐待を受けていると思われる子どもを見つけたときは、役場子育て支
援課や児童相談所に連絡してください。
※　連絡は匿名で行うこともできます。連絡者や連絡内容に関する秘密は守られます。
■家庭児童相談室を利用してください
　親子間の問題や家庭での養育について悩んだときに相談する町の窓口です。家庭児童相談員が、
電話や面談、訪問などで相談に応じます。
■問い合わせ先　▽家庭児童相談室　☎(48)2221
　　　　　　　　▽子育て支援課子育て支援係　☎(48)1111（内1130）
　　　　　　　　▽愛知県知多児童・障害者相談センター　☎(22)3939

■問い合わせ先　学校教育課学校教育係　☎（48）1111（内1230・1231）

11月は秋のこどもまんなか月間
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10.人や国の不平等をなくそう
各国内・各国間の不平等を是正するＳＤＧｓ17の目標


